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洋上風力発電の現状と目標
日本は2040年までに45GWの洋上風力発電導入を目標。洋上風力発電は着床式と浮体式に分類され、特に浮体式ではDP（動的姿勢制御）技術が
建設作業に不可欠。DP技術とは、風・波・潮流などの外部要因に対し、スラスター等を用いて船舶の位置と姿勢を自動的に維持する技術であり、洋
上での複雑な建設作業、とりわけ基礎の据え付け作業において高精度な施工を可能にするもの。
潮流発電プロジェクト
2019年6月から2022年3月にかけて、0.5MWの潮流発電設備が設置・建設され、発電運用が完了。2022年4月以降は、0.5MW設備に加えて大型の
1.1MW潮流発電設備の導入を進めており、2025年2月に建設を実施。設置水深は約40m、0.5MW機は全長17.2m、1.1MW機は18.8m。設置海域は最大
6ノット（約3m/s）の強い潮流が発生する特殊環境であり、これに対応する高度な施工技術の要求。
DP技術と水中作業の自動化
潮流発電設備の設置にあたっては、係留索の設置、本体の据え付け、ROV（遠隔操作無人潜水機）を用いた係留索の結合など、高度な海洋土木技
術が不可欠。本工事においてもDP船が高精度な位置保持能力を発揮し、水中作業の自動化・無人化を推進することで、施工の合理化と安全性向上
に大きく寄与。これにより、人力での作業が困難な深海や強潮流下におけるリスクを大幅に低減。
課題と今後の展望
洋上での作業は天候の影響を強く受けるため、作業効率の低下や待機時間の発生が大きな課題。DP技術の導入は、こうした天候待機時間の短縮
や作業性の向上、コスト削減につながるもの。今後はROVやDP装置のさらなる自動化・無人化を進めることで、より安全で効率的な洋上作業の実現
を期待。
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